






 ジョンソンが書いた構想案の成立については，James H. Sledd and Gwin J. Kolb: Dr. 
Johnson’s Dictionary, Essays in the Biography of a Book （The University of Chicago 
Press, 1955） の詳細な研究があるので，それを紹介したい。
 ジョンソンがドッズリー （Robert Dodsley） ら出版業者たちと英語辞書編纂の契約を結
んだのは1746年6月18日である。しかし，交渉はそれ以前から行なわれ，ジョンソンは
自分の案を大急ぎで書き彼らに提示した。それが，「新英語辞典編纂計画の概要」 （A Short 




























































に関する用語 （Terms of Science） を導入したことを教訓とすることへの言及。［9］
（3）　綴字における語源主義者と発音主義者の論争に言及し，綴字は極力変更しないとの
方針決定について。［17‒18］
（4）　語義に関する段落において，いろいろな「単語の性格」（characters of words） を説
明するための実例について。［56］
（5）　語義に関する議論の最後で，その議論が取るに足らないと考える人への反論。［59］








（1）　ジョンソンが使った tralatitious はほとんど使わない語で，translatitious のことかと
聞いた。そこで，ジョンソンは metaphorical という語で言い換えた。
（2）　Dialect of every Profession は正しい表現ではないのでないか問われ，ジョンソンは 
Peculiar words of Profession と言い換えた。
（3）　ﬂexions は正しい綴りではないのでないか問われ，ジョンソンは ﬂections と書き換
えた。
（4）　ジョンソンは綴りが同じで発音が異なる例として ﬂow と plow をあげたが，後の語
は plough と綴るのではないかと問われ，brow の例に置き換えた。




（6）　ジョンソンは bring about がフランス語の表現 porter a bout を元に作られたとして




く Davies の例をあげた。これに対して，Davies の例だけで充分かを問いただした。





























本辞書において，この点はこまめに書き留められるでしょう。例えば，fox の複数は foxes 
となりますが，ox は oxen となります。sheep は単数も複数も同じ形です。形容詞は最後
の音節を proud, prouder, proudest のように変化させ比較の形にすることもありますし，
ambitious のように more や most のような不変化詞を前に置くことによって比較の形に
することもあります。動詞の語形は非常に多くの変化を受けています。I love, I loved, I 
have loved のように ed をつけて過去や過去分詞にするものもあります。これらは規則形
と呼ばれ，南部を語源とするほとんどの動詞がそれに従います。しかし，多くの動詞はこ
の規則からはずれ，しかもほかの場合と一致するところがありません。I shake, I shook, I 
have shaken （詩歌では shook と書くこともあります） と I make, I made, I have made 




























soldier died of his wounds. と言ったり，The sailor perished with hunger. と言ったりし
ます。そして，私たちの言語をよく知っている人なら誰でも，これらの前置詞がほかの前
置詞に取って代わられたら不快に感じます。しかし，それらとて元々は偶然に振り当てら




られるべきです。アディソン （Joseph Addison 1672‒1719） が次のような文における語彙
の言い違いによって糾弾されるのが妥当かどうかを検証する際に，何らかの確立した言葉
の法則に拠り所を求めるのは私たちの力でできることではありません。
  The poor inhabitant̶
  Starves in the midst of nature’s bounty curst,
  And in the loaden vineyard dies for thirst,
   （あわれな住人は…自然の豊かな恵みのまっただなかで呪われて飢え，実もたわわなブドウ園の
なかで渇きのために死ぬ　A Letter from Italy 1701）
しかし，私たちは前の時代の著述家が同じ語をどのように使ってきたかについて述べ，彼
がその不適切な言い回しの罪を免れることができるかどうか考えなければなりません。そ
の際に，ディヴィーズ （Sir John Davies 詩人，判事 1569‒1626） の証言のもと，アディ
ソンにとって有利となるような同種の文章が提示されることになるでしょう。
  She loaths the watry glass wherein she gaz’d,
  And shuns it still, although for thirst she dye.





の make からは make love, make an end, make way （he made way for his followers, 
the ship made way before the wind の例のように）， make a bed, make merry, make a 
mock, make presents, make a doubt, make out an assertion, make good a breach （裂け
「ジョンソン英語辞書構想案（1747）」試訳（その 2）
― 151 ―
目を直す）， make good a cause （目的を成就する）， make nothing of an attempt, make 

























［43］　To arrive は「航海中に海岸に着く」という意味で，He arrived at a safe harbour.
のように用います。
［44］　次に，それと関連する意味を挙げます。To arrive は「陸であろうと海であろうと，
何らかの場所に着く」という意味で，He arrived at his country seat. のように用います。
［45］　次に，隠喩的意味を述べます。To arrive は「望んだ何らかのものを手に入れる」





柄を表す語以外につくことはないと述べることができます。それゆえ，A man arrived at 
happiness. とはいえますが，皮肉の意味を込めるのでなければ He arrived at misery. と
はいえません。
［47］　ground は「大地」を指し，ふつう空（大気）や海（河川）と対立します。次の例
のように用います。He swam till he reached ground. The bird fell to the ground.
［48］　次に，それと関連していますが，結果として生まれた副次的意味が続きます。そこ
では ground は「ほかのものの下にあるもの」を意味します。He laid colours upon a 
rough ground. The silk had blue ﬂowers on a red ground. のように用います。
［49］　さらに，それよりも離れた比喩的意味が来ます。「根拠，理由」の意味で次のよう
に用います。The ground of his opinion was a false computation. The ground of his 




  In wanton ringlets curl’d her hair.
   （彼女の髪はのび放題でカールし巻き毛となっていた　出典不明）
詩的意味のあとに続くのはくだけた意味でしょう。例えば toast は「健康を祝って乾杯さ
れる」人を意味するのに用いられます。
  The wise man’s passion, and the vain man’s toast.
   （賢い人間の激怒と愚かな人間の乾杯…　A. Pope: The Rape of the Lock, Canto V, 10）
［51］　くだけた意味のあとにはおどけた意味が続きます。例えば，mellow は仲間と打ち
解けていることを指します。
  In all thy humours whether grave, or mellow.
   （真面目であろうとにこやかであろうと，あなたがどんな気分でも。　J. Addison: The Spectator, 
No. 68）
［52］　また，bite は cheat「だます」の代わりに用います。
  ̶More a dupe than wit, 
  Sappho can tell you, how this man was bit.
   （才人というより間抜け，サッフォーはこの男がどのように騙されたかをあなたに語ることがで





  ̶This Duncan
  Has born his faculties so meek, has been
  So clear in his great oﬃce, that & c.
   （このダンカンは，生まれながらの温和な君徳の持ち主で，王として非の打ち所がなく…　Macbeth 
1巻7場 16‒18）
［54］　形容詞の意味は simple swain や simple sheep のように名詞と結合させた形でしば
しば確かめることができます。名詞の意味は，立派な著述家にある the boundless ocean 








下がっているので，アカデミー会員はその著作のなかに the perfection of a language と
いう表現を差し挟みました。さらにもし彼らに多少規準を下げる気楽な気持ちがあったな




を感ずるかの意味で，a fearful prodigy（恐ろしい奇才）や a fearful hare（怖がっている兎）
のように用います。人間に用いる語もあれば，物体に用いる語もあります。例えば，生命
のあるものについては old という語の反対語として young という形容詞を用いますが，
ほかのものについては new を用います。称賛の意味に限定される語もあれば，一方，不
承認の意味に限られる語もあります。いつもではありませんがしばしば良い行為に対して
は exhort を用い，悪い行為に対しては instigate を用います。これに対して，animate, 














な注意を払わなかったために，あの高名なベントレー博士 （Dr. Bentley） は『失楽園』の
次の文章に対してあえてある評釈を行いましたが，それはまったく無駄になりました。
  ̶In heaps
  Chariot and charioteer lay over-turn’d,
  And ﬁery foaming steeds. What stood, recoil’d
  O’erwearied, through the faint Satanic host,
  Defensive scarce, or with pale fear surpris’d
  Fled ignominious̶   （Milton）




彼は「文はこう読めるのですが，ここで私たちは what stood, ﬂed という表現に気づきま
す」と述べています。このように recoil’d（退却した，敗走した）を ﬂed ［ﬂy の過去・過
去分詞形］ と言い換えていることから，彼が変更を提案していることがわかります。しか
し，もし彼が辞書を引いて，fall しなかった者が ﬂy したという以上のことは何も確言され
ないことがわかったら，そのような変更はわざわざ行わなかったかもしれません。
［58］　副次的また付随的だと思われる意味を説明する際に，その意味が持ち込まれた過程
を解説するように努めたいと思います。例えば，eke out any thing というのは，低級な手
を使って物のあるべき次元を越えてその長さを延ばすことを今では意味しています［ジョ

















































述べたいと考えています。例えば，dudgeon （怒り） はバトラー （Samuel Butler 1612‒







  ̶̶   in endless errour hurl’d.
   （終わることなき心の過ちに翻弄されて。　An Essay on Man, Epistle II, 17）
  ‘Tis these that early taint the female soul
   （早々と女性の魂を汚すのはこれらだ　The Rape of the Lock, Canto I, 87）
またアディソンの作品にも見られます。
  Attend to what a lesser muse indites.
   （もっと劣った詩神ミューズが創る詩に注目せよ。　出典不明）
さらに，ドライデン （John Dryden 1631‒1700） にもあります。
   A dreadful quiet felt, and worser far
  Than arms ̶ ̶
   （恐ろしい静寂が感じられた，戦闘よりもはるかにおぞましい…　“Astraea Redux,” 4）
本辞書においてこの点が十分に達成されるのであれば，フランスのボアロー・デプレオー 














  Cur me posse negem posse quod ille putat?






















なるでしょう。例えば，現在では使われなくなった scathe と buxom という語には，次の
ようなミルトンの文が引用されるでしょう。
  ̶̶ The mountain oak
  Stands scath’d to heaven ̶ ̶
   （彼らの立っている有り様は，天雷が火を吹き森の槲（かしわ）や山の松を　平井正穂訳『失楽園』
第1巻，613?）
  ̶̶ He with broad sails
   Winnow’d the buxom air ̶ ̶
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愛知大学　言語と文化　No. 17
   （翼をひろげ，時として，翼を速く揺り動かして 穏やかな空気のただ中を翔けていった。　平井
正穂訳『失楽園』第5巻，267‒268?）
［72］　このような方法をとることにより，すべての語彙が歴史をもつことになるでしょう。
そして，読者は英語という言語が徐々に変化することを知らされ，ある語が興
おこ
りある語が
滅する姿を目の当たりにするでしょう。しかし，とても詳細かつ正確な観察資料が期待さ
れるというよりもむしろ強く望まれています。そして，その使い方が注意深く示されたと
しても，好奇心が落胆を生むことは時にあるはずです。
［73］　閣下，以上に述べましたところが，私が考えております英語辞書の理念です。辞書
により我が母語の発音が固定化され，その習得が容易になるでしょう。また，辞書により
英語の純粋さが保たれ，語の使い方が確定し，言葉の生命は永らえるでしょう。しかし，
もしかしたら，諸国民の言語を文法書によって矯正することは行儀作法を道徳的な話をし
て直そうとするのと同じくらい困難な仕事かもしれません。しかし，次のように願うのは
避けられないので，そのように期待するのもまた自然なことです。閣下のご庇護が完全に
無駄になることなく，古い時代の作家を保護し現在の作家の質を向上させることに貢献す
ることを期待します。その結果，言語間の特徴的な相違点を理解せず，異質な表現を用い
て混沌とした表現様式を作り出してきた翻訳家たちの態度を翻
ひるがえ
させることに役立ち，また，
それによって天才的な人々の関心がより純粋な表現形式に向くことを期待します。天才と
いうのは論証に注意が向き過ぎ文体に無知となりますし，急激な発想ゆえにペルーの激流
のように金だけをもたらすのでなく金と砂とを混ぜてしまうことになるのです。
［74］　閣下，私が貴卿の前に提示しました構想案の全体を見渡し，私はその広がりの大き
さに脅えていることを認めずにはおられません。シーザーの兵のようにブリテン島を新大
陸と思い，そこに進攻するのはほとんど気違いじみていると考えたのと同じ心持ちです。
しかし，私は期待しています。征服を完遂するはずはありませんが，私は少なくともその
海岸を発見し，そこに住む住民の一部を教化し，あとに続く冒険的な人物がより深く進み
住民らを完全に服従させ彼らを法のもとに置くことを容易にするでしょう。
［75］　私たちはあの偉大なローマの予言者にこう教えられています。すべての人間は自ら
に対して第一級の優秀さを身につけたいと望むべきですが，名誉をもって第二または第三
のところで留まることもあるかもしれません。そのように，私の成し遂げる仕事は他の辞
書の素晴らしさに比べその下に位置するでしょうが，私には地道に努力したという賛辞が
少なくとも与えられるかもしれません。また，集団で取り組んだアカデミー会員や綿々と
続く学識ある辞書編纂家たちとの戦いから私が勝利を手にすることなく身を引いたとして
も，私の勤勉さに対するいかなる叱責の理由ともならないだろうと考えます。気持ちが最
も高揚している時でさえ，とても長い仕事のあいだずっと私がかなりの注意を保つことな
「ジョンソン英語辞書構想案（1747）」試訳（その 2）
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ど，期待できません。時には怠慢となるでしょう。また，しばしば無知によって過ちをお
かすことがないように，すべての部分について充分な知識が得られるとも期待できません。
私はいろいろなことを懸念したり心配しています。私は正確さを求める気持ちからささい
な点にまで入り込まなければならないこともあるでしょう。冗長を恐れるあまり必要な部
分を切り捨ててしまったりすることもあると懸念します。内容の多様性が広がれば広がる
ほど私はしばしば心を惑わされるのではないかと，とても込み入った迷路の中でしばしば
足をとられるのではないかと，ある箇所では精細さが度を超し正確さを欠くのではないか
と，またほかの箇所では証拠が増え過ぎて明確でなくなるのではないかと心配しています。
そういう心配はあるものの，私は次のような方々からの賛辞を諦めてはいません。その
方々とは，推測の不確かさ知識の少なさ記憶のあいまいさ注意の不確実さを理解しつつ，
誤りの原因とそれを回避する方法を照らし合わせ，なおかつ学問的広がりと人間の能力と
を正しく見比べることができる人々です。また，私の努力の結果がいかなるものであれ，
このように私を公の前に出る名誉を与えていただいたこの試みをたやすく悔いることはな
いでしょう。
 閣下
 貴卿の最も柔順で最も卑しい下僕，サム・ジョンソン
